
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓋体により開口部が封止され圧縮ガスが充填されたボンベと、上記蓋体に形成された穿
孔に突き立てられることにより上記蓋体を閉塞する尖鋭体と、一端に上記ボンベの蓋体と
対向して 上記蓋体と接離可能に配設された保
持体と、上記保持体 上記 の直線移
動をガイドするガイド壁と、上記保持体を上記ボンベの蓋体側に付勢する付勢部材と、上
記保持体を上記蓋体と離間する方向に操作して上記尖鋭体を上記穿孔より引き抜き上記ボ
ンベを開放する操作部材と、上記ボンベ及び保持体を収納するとともに、

上記蓋体の穿孔より噴出した上記圧縮ガスを外方へ導くガス流路が設けられたハ
ウジングとを有するガス噴出装置。
【請求項２】
　上記保持体の他端側に当接して上記ボンベの蓋体から離間する方向への移動を規制する
規制部材を有し、該規制部剤は、上記操作部材による上記ボンベの開閉を規制することに
より上記圧縮ガスの噴出量を規制することを特徴とする請求項１記載のガス噴出装置。
【請求項３】
　上記蓋体は、上記尖鋭体が突き立てられることにより上記穿孔が形成されることを特徴
とする請求項１記載のガス噴出装置。
【請求項４】
　上記ガス流路には、上記圧縮ガスを吹き出す吹き出しノズルが設けられることを特徴と
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する請求項１記載のガス噴出装置。
【請求項５】
　上記付勢部材は一端が上記保持体と当接された捻りコイルバネであり、
　上記ハウジングは上記捻りコイルバネの他端を支持する天板が形成されていることを特
徴とする請求項１記載のガス噴出装置。
【請求項６】
　上記操作部材は、長手方向の一部に設けられた支点を境とした一端側で上記保持体と当
接して上記保持体を上記蓋体と離間する方向に操作し上記ボンベを開放する操作レバーと
、該操作レバーの上記支点を境とした他端側と係合し押圧操作されることにより上記操作
レバーを上記保持体が上記蓋体と離間する方向へ回動させる押圧部材からなり、
　上記ハウジングには、上記押圧部材を押圧操作する押圧釦が形成されているキャップ部
材が設けられていることを特徴とする請求項１記載のガス噴出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスボンベ内に充填された圧縮ガスをを噴出するガス噴出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より精密機器や写真のネガ等に付着した塵埃を吹き飛ばすダストブロワーが広く用
いられている。これらダストブロワー製品は一般に、スプレー缶内に噴射材として液化ガ
スが高圧下で充填されて形成されている。スプレー缶の頂部にはバルブを開閉操作する噴
出釦を兼ねたノズルが形成され、ノズルの一端には細部にガスを噴出させるための吹き出
し用チューブが接続されている。そして噴出釦を押すと、液化ガスが缶内で気化しその際
の圧力でノズルに連接されたチューブより噴出される。
【０００３】
　目的成分の噴射材として用いられる液化ガスとしては、代替フロンとしてＨＦＣ（ハイ
ドロフルオロカーボン）１３４ａやＨＦＣ１５２ａ等が広く用いられ、スプレー缶内にお
いて高圧下で液状に保存されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１４６３９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、このＨＦＣは、大気中に放出されると温室効果を招くことから、気候変動枠組
条約の目的を達成するために採択された京都議定書においても排出量が規制される温室効
果ガスとして挙げられ、また産業界全体でも排出削減が推進されている。例えば、ＨＦＣ
１３４ａの温室効果は二酸化炭素の１３００倍であり、ＨＦＣ１５２ａでも二酸化炭素の
１３０倍の温室効果があることから、ＨＦＣ製品の使用から他の圧縮ガスを用いた製品へ
切り換えていくことが望まれている。
【０００６】
　また、スプレー缶内に液化ガスを充填させるエアゾール缶においては、簡便に圧縮ガス
を噴霧することができるが、液化ガスが高圧下で充填されているため、圧縮ガスの噴出制
御を行うために複雑な機構が必要となる。
【０００７】
　そこで、本発明は圧縮ガスが充填された小型のガスボンベを用いて圧縮ガスの噴出制御
を行うことにより、圧縮ガスの噴出制御を簡易な構成で実現したガス噴出装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明にかかるガス噴出装置は、蓋体により開口部が
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封止され圧縮ガスが充填されたボンベと、上記蓋体に形成された穿孔に突き立てられるこ
とにより上記蓋体を閉塞する尖鋭体と、一端に上記ボンベの蓋体と対向して

上記蓋体と接離可能に配設された保持体と、上記保持体
上記 の直線移動をガイドするガイド

壁と、上記保持体を上記ボンベの蓋体側に付勢する付勢部材と、上記保持体を上記蓋体と
離間する方向に操作して上記尖鋭体を上記穿孔より引き抜き上記ボンベを開放する操作部
材と、上記ボンベ及び保持体を収納するとともに、 上記蓋体の穿
孔より噴出した上記圧縮ガスを外方へ導くガス流路が設けられたハウジングとを有するも
のである。
【０００９】
　本発明にかかるガス噴出装置においては、特に温室効果を抑制する見地から圧縮ガスと
して温室効果を招くおそれがない炭酸ガスを用いる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のようなガス噴出装置によれば、圧縮ガスが金属筐体からなるボンベ内に充填され
ると共に圧縮ガスの噴霧が停止されている状態においては、保持体がボンベ側に付勢され
て尖鋭体の尖端部がボンベの蓋体を閉塞し、圧縮ガスの噴出が防止されている。従って、
ガス噴出装置は、尖鋭体を蓋体より抜き差しする簡易な構成で確実に圧縮ガスの噴出制御
を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明が適用されたガス噴出装置について、図面を参照しながら詳細に説明する
。このガス噴出装置１は、例えば、精密機器の製造、整備や、半導体や写真等のネガを取
り扱う際に塵埃を除去するためのダストブロワーとして用いられるものであり、図１及び
図２に示すように、圧縮ガスとして炭酸ガスが充填された炭酸ガスカートリッジボンベ５
と、炭酸ガスカートリッジボンベ５の開閉を行う尖鋭体６を保持する保持体７と、保持体
７を炭酸ガスカートリッジボンベ５の開口部側に付勢する捻りコイルバネ８と、保持体７
を炭酸ガスカートリッジボンベ５の開口部と離間する方向に操作して炭酸ガスを放出させ
る操作部材９と、炭酸ガスカートリッジボンベ５及び保持体７を収納すると共に炭酸ガス
カートリッジボンベ５より噴出した炭酸ガスを外方へ導くガス流路１１が設けられたハウ
ジング１０とを有する。
【００１２】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５は、略筒状の金属筐体内に液化炭酸ガスが充填されてい
る。また、炭酸ガスカートリッジボンベ５は、金属筐体の一端側に開口部１３が形成され
ている。開口部１３は蓋体１４で覆われており、金属筐体内の炭酸ガスの噴出を防止して
いる。また、開口部１３は、蓋体１４が後述する保持体７に保持されている尖鋭体６によ
り穿孔１４ａが形成されるとともに、尖鋭体６が穿孔１４ａに突き立てられることにより
閉塞される。
【００１３】
　このような炭酸ガスカートリッジボンベ５は、蓋体１４に突き立てられている尖鋭体６
が引き上げられることにより、蓋体１４の穿孔１４ａから炭酸ガスが噴出する。また、炭
酸ガスカートリッジボンベ５は、尖鋭体６が穿孔１４ａ内に突き立てられることにより開
口部１３が閉塞され、炭酸ガスの噴出が防止される。
【００１４】
　尖鋭体６を保持し、炭酸ガスカートリッジボンベ５の開閉を行う保持体７は、図３に示
すように、断面略凸字状に形成され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４に突き立
てられる尖鋭体６が挿通、保持される突部１５と、保持体７を炭酸ガスカートリッジボン
ベ５側に付勢する捻りコイルバネ８が係止される係止溝１６が形成されたフランジ部１７
を有する。
【００１５】
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　尖鋭体６を挿通、保持する突部１５は、後述するハウジング１０に形成されたガイド壁
４１に摺動自在に支持され、炭酸ガスカートリッジボンベ５と近接又は離間する方向への
移動がガイドされている。また保持体７は、後述する操作部材９と当接されることにより
捻りコイルバネ８の付勢力に対抗して突部１５が炭酸ガスカートリッジボンベ５より離間
する方向へ操作可能とされている。
【００１６】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４を閉塞する尖鋭体６は、尖端部６ａが保持体
７の底面部７ａより突出され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４に突き立てられ
ている。これにより、尖鋭体６は、蓋体１４に穿孔１４ａを開けるとともに、この穿孔１
４ａを閉塞することにより炭酸ガスカートリッジボンベ５内に充填された炭酸ガスの流出
を防止する。
【００１７】
　保持体７の炭酸ガスカートリッジボンベ５と対向する端部に形成されているフランジ部
１７は、保持体７を付勢する圧縮バネ等の捻りコイルバネ８が係合される。この捻りコイ
ルバネ８は、保持体７に係合された状態で保持体７が後述するハウジング１０内に収納さ
れることにより、一端をハウジング１０の内壁に当接され、他端をフランジ部１７の係止
溝１６に係止される。これにより、捻りコイルバネ８は、保持体７を炭酸ガスカートリッ
ジボンベ５の蓋体１４側に付勢している。
【００１８】
　以上のような構成を有する保持体７は、ハウジング１０に収納されると、炭酸ガスカー
トリッジボンベ５の蓋体１４と尖鋭体６が形成された底面部７ａとが対向される。そして
、保持体７は、捻りコイルバネ８により炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されるた
め、尖鋭体６が蓋体１４を穿孔するとともに尖端部６ａが穿孔１４ａに突き立てられ炭酸
ガスカートリッジボンベ５を閉塞する。
【００１９】
　そして、保持体７は、操作部材９により、捻りコイルバネ８の付勢力に対抗して炭酸ガ
スカートリッジボンベ５と反対側に移動されると、蓋体１４より尖鋭体６の尖端部６ａが
引き上げられるため、炭酸ガスを噴出させることができる。噴出した炭酸ガスは、ハウジ
ング１０のガス流路１１を流れて外方に噴出される。また、保持体７は、操作部材９の付
勢力が解かれると、捻りコイルバネ８の付勢力により炭酸ガスカートリッジボンベ５側に
付勢され、尖鋭体６の尖端部６ａが炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４に形成され
た穿孔１４ａ内に突き立てられ、炭酸ガスの噴出を止める。
【００２０】
　なお、保持体７を炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢する捻りコイルバネ８は、蓋
体１４の穿孔１４ａより炭酸ガスカートリッジボンベ５内に挿通された尖鋭体６の尖端部
６ａがボンベ内に充填された炭酸ガスにより押圧される圧力よりも大きな圧力で、保持体
７を付勢する。すなわち、保持体７に保持された尖鋭体６は、蓋体１４の穿孔１４ａより
炭酸ガスカートリッジボンベ５内に突き立てられたときでも、ボンベ内のガス圧力により
穿孔１４ａより押し出されることはない。したがって、ガス噴出装置１は、操作部材９に
より保持体７が操作される前において、炭酸ガスカートリッジボンベ５内に充填された炭
酸ガスの漏出が防止されている。
【００２１】
　保持体７を操作することにより炭酸ガスカートリッジボンベ５内の炭酸ガスを噴出させ
る操作部材９は、保持体７の突部１５と連結されハウジング１０に回動可能に支持される
レバー部材２０と、レバー部材２０の一端２０ａを押圧操作する操作釦２１とを有する。
【００２２】
　レバー部材２０は、図２及び図４に示すように、板状体の他端２０ｂをハウジング１０
のガイド壁４１の形状に応じて略円弧状に切り欠かれた切欠部２２が形成されている。こ
の切欠部２２の相対向する側縁部２２ａ，２２ａは、上記保持体７のフランジ部１７の下
方に位置され、レバー部材２０の他端２０ｂが上方に回動されると、フランジ部１７より
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突出された押下突起３０に当設し、保持体７を上方に押し上げる。また、レバー部材２０
の一対の外側面２０ｃ，２０ｃには、それぞれハウジング１０に形成された回動支持部４
２に支持される回動突部２４が突設されている。回動突部２４は円柱状の突起からなり、
後述する回動支持部４２の凹部に回動自在に支持されている。さらに、レバー部材２０は
、一端側の主面部に操作ボタン２１の一端が係合される係合孔２５が穿設されている。
【００２３】
　このレバー部材２０の係合孔２５と係合される操作ボタン２１は、ハウジング１０の上
面部に設けられユーザにより押圧操作される操作部２７と、ハウジング１０内を上下方向
に移動可能に支持されるとともに一端２８ａをレバー部材２０の係合孔２５に係合された
押圧軸２８とを有する。押圧軸２８は、他端２８ｂがハウジング１０の上面部に突出され
て操作部２７と連結されている。また、押圧軸２８は、一端２８ａに係合突起２９が形成
され、この係合突起２９が上述したレバー部材２０の主面部に穿設された係合孔２５に係
合されることによりレバー部材２０と連結されている。
【００２４】
　このような操作部材９は、レバー部材２０の回動突部２４よりも他端２０ｂ側が、捻り
コイルバネ８によって常時炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されている保持体７の
フランジ部１７に突設された押下突起３０に押下されることにより、図３に示すように、
回動突部２４を支点に他端２０ｂが下方に回動され、また、一端２０ａ側が上方に回動さ
れている。したがって、レバー部材２０の一端２０ａ側と係合している操作ボタン２１は
、常時、操作部２７が上方に押し上げられている。
【００２５】
　そして、操作部材９は、ユーザによって操作部２７が押し下げられると、押圧軸２８に
押圧されたレバー部材２０の一端２０ａが回動突部２４を支点に下方に回動され、また、
他端２０ｂが上方に回動される。したがって、保持体７は、レバー部材２０の他端２０ｂ
に形成された一対の側縁部２２ａがフランジ部１７の押下突起３０に下方より当設するた
め、捻りコイルバネ８の付勢力に対向して上昇され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋
体１４より離間される。これにより、保持体７に支持されている尖鋭体６の尖端部６ａが
炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４より引き上げられるため、炭酸ガスを噴出させ
ることができる。
【００２６】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５及び保持体７を収納するハウジング１０は、ＡＢＳ樹脂
等の熱可塑性樹脂により、炭酸ガスカートリッジボンベ５が収納される下側収納３１と保
持体７が収納される上側収納３２が形成された略筒状体からなる。また、ハウジング１０
は、ユーザによって片手で持って操作できる程度の大きさで形成されている。このハウジ
ング１０は、上側収納３２に、炭酸ガスの流路１１が形成されている。
【００２７】
　下側収納３１は、炭酸ガスカートリッジボンベ５と略同一の高さ及び径を有し、炭酸ガ
スカートリッジボンベ５をガタつかせることなく収納する。
【００２８】
　保持体７を収納する上側収納３２は、下側収納３１と一体又は着脱自在に形成されてい
る。上側収納３２は、内部に保持体７の突部１５の移動をガイドするガイド壁４１と、レ
バー部材２０の回動突部２４，２４を支持する一対の回動支持部４２，４２と、捻りコイ
ルバネ８の一端が係止される係止部４３とが形成されている。
【００２９】
　ガイド壁４１は、上側収納３２の下面部３２ａより突設され、保持体７の突部１５を摺
動自在に支持している。このガイド壁４１に囲まれ、保持体７の突部１５が挿通される凹
部４１ａには、保持体７に保持されている尖鋭体６が貫通する貫通孔４４が穿設されてい
る。貫通孔４４は、予め尖鋭体６により炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４を穿孔
する際に、同時に尖鋭体６によって下面部３２ａが貫通されることによって形成される。
したがって、貫通孔４４は、尖鋭体６の径と同一の径で形成され、また下面部３２ａを滑
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りがよく、反発性があるポリエチレン等の材料を使用することによって、尖鋭体６の移動
をガイドするとともに、蓋体１４の穿孔１４ａから尖鋭体６を引き抜いたときにも貫通孔
４４と尖鋭体６との間に間隙が形成されることなく炭酸ガスが上側収納３２内に流れるこ
とを防止することができる。
【００３０】
　回動支持部４２，４２は、上側収納３２の下面部３２ａより突設され、レバー部材２０
の回動突部２４，２４を回動自在に支持する支持凹部が形成されている。
【００３１】
　係止部４３は、上側収納３２の上面部３２ｂに形成され、一端部が保持体７のフランジ
部１７に形成された係止溝１６に係止されている捻りコイルバネ８の他端部が当接されて
いる。これにより、保持体７は、捻りコイルバネ８により炭酸ガスカートリッジボンベ５
側に付勢される。
【００３２】
　また、上側収納３２は、下面側に炭酸ガスカートリッジボンベ５の開口部１３近傍をネ
ジ止めするためのネジ穴３５が内側に形成されている。これにより炭酸ガスカートリッジ
ボンベ５は、ハウジング１０内に収納されると、ネジ穴３５に開口部１３が支持され、ガ
タつくことなく収まる。
【００３３】
　また、上側収納３２には、炭酸ガスカートリッジボンベ５より噴出した炭酸ガスを外方
に導くガス流路１１が形成されている。ガス流路１１は、ハウジング１０内に収納された
炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４と連続され、蓋体１４の穿孔１４ａより噴出し
た炭酸ガスが流される。また上側収納３２は、このガス流路１１を外方に臨ませて炭酸ガ
スを噴出させる噴出部３６が突設されている。噴出部３６は、図２に示すように噴出ノズ
ル３７が着脱可能とされており、噴出ノズル３７が接続されることにより細部に勢いよく
炭酸ガスを噴出することができる。
【００３４】
　上側収納３２の上面部３２ｂには、操作部材９の押圧軸２８が挿通されている挿通孔４
７が設けられている。挿通孔４７は、押圧軸２８を支持するとともに上下方向の移動をガ
イドしている。
【００３５】
　また、上側収納３２の上面部３２ｂには、保持体７の上昇を規制することにより尖鋭体
６の蓋体１４からの抜き出し量を規制し、炭酸ガスの噴出を制御する規制部材４９が挿通
係合されている挿通孔５０が設けられている。この挿通孔５０に挿通される規制部材４９
は、上側収納３２内に挿入され保持体７の上面部７ｂと当接される軸部４９ａと、上側収
納３２の上面部３２ｂより外方に設けられ、軸部４９ａの挿入深さを調節する調節部４９
ｂからなる。また、挿通孔５０は内周面にネジ溝が切られ、同様にネジ溝が切られている
規制部材４９の軸部４９ａが嵌合されている。
【００３６】
　そして、規制部材４９は、上側収納３２の上面部３２ｂの外部に配設されている調節部
４９ｂを回転させることにより軸部４９ａの挿入深さを調節し、軸部４９ａの先端と保持
体７の上面部７ｂとの当接位置を調節できる。これにより、規制部材４９は、調節部４９
ｂを回転操作することにより、操作部材９によって保持体７が上昇されたときにも、規制
部材４９の軸部４９ａが保持体７の上面部７ｂに当接され、保持体７の上昇が規制される
ため、炭酸ガスの流量を調節することができ、炭酸ガスが必要以上に噴出される事態を防
止することができる。
【００３７】
　次いで、以上のような構成を有するガス噴出装置１の実使用時における動作を説明する
。使用時においてガス噴出装置１は、図１に示すように、ハウジング１０の上側収納３２
に設けられた噴出部３７に噴出ノズルが結合され、ガス流路１１と噴出ノズル３７とが連
続される。
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【００３８】
　このとき、図５に示すように、ハウジング１０の下側収納３１に収納されている炭酸ガ
スカートリッジボンベ５は、保持体７が捻りコイルバネ８によって下方に付勢されている
。これにより、ガス噴出装置１は、保持体７に保持されている尖鋭体６の尖端部６ａが蓋
体１４に突き立てられて予め開口されるとともに、この尖鋭体６の尖端部６ａによって穿
孔１４ａが閉塞されて炭酸ガスの噴出が防止されている。
【００３９】
　また、このとき操作部材９は、レバー部材２０が、捻りコイルバネ８によって常時炭酸
ガスカートリッジボンベ５側に付勢されている保持体７の押下突起３０に押下されること
により、図３に示すように、回動突部２４を支点に他端２０ｂが下方に回動され、また、
一端２０ａ側が上方に回動されている。したがって、レバー部材２０の一端２０ａ側と係
合している操作ボタン２１は、常時、操作部２７が上方に押し上げられている。
【００４０】
　次いで、ユーザによって噴出ノズル３７の先端に形成された噴出口３７ａを噴出対象に
向けてガス噴出装置１のハウジング１０が把持される。そして、ユーザによって操作部材
９の操作釦２１が押圧されると、図６に示すように、押圧軸２８の一端２８ａが下方に回
動し、この押圧軸２８と係合するレバー部材２０の一端２０ａが回動突部２４を支点に下
方に回動され、また、他端２０ｂが上方に回動される。したがって、保持体７は、レバー
部材２０の他端２０ｂに形成された一対の側縁部２２ａがフランジ部１７の押下突起３０
に下方より当設するため、捻りコイルバネ８の付勢力に対向して上昇され、炭酸ガスカー
トリッジボンベ５の蓋体１４より離間される。これにより、保持体７に支持されている尖
鋭体６の尖端部６ａが炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４の穿孔１４ａより引き上
げられるため、ボンベ内に圧縮されている炭酸ガスが噴出される。
【００４１】
　噴出された炭酸ガスは、ハウジング１０の下側収納３１に設けられたガス流路１１を介
して、噴出部３６に装着されている噴出ノズル３７に流れ、噴出ノズル３７の噴出口３７
ａより噴出する。
【００４２】
　なお、予め規制部材４９の調節部４９ｂを回転させ、軸部４９ａの挿入深さを調節し、
軸部４９ａの先端と保持体７の上面部７ｂとの当接位置を調節しておくことにより、操作
部材９によって保持体７が上昇されたときにも、規制部材４９の軸部４９ａが保持体７の
上面部７ｂに当接され、保持体７の上昇が規制されるため、炭酸ガスの流量を調整するこ
とができ、炭酸ガスが必要以上に噴出される事態を防止することができる。
【００４３】
　ユーザによる操作部材９の操作釦２１の押圧が解除されると、保持体７は、捻りコイル
バネ８の付勢力により炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢される。したがって、保持
体７に保持されている尖鋭体６は尖端部６ａが炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４
の穿孔１４ａに突き立てられ、炭酸ガスカートリッジボンベ５を閉塞する。これにより、
噴出ノズル３７からの炭酸ガスの噴出が停止される。
【００４４】
　また、レバー部材２０は、他端２０ｂが炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢された
保持体７の押下突起３０に押圧され、回動突部２４を支点に一端２０ａ側が上方に回動さ
れる。したがって、レバー部材２０の一端２０ａと係合している操作釦２１は、押圧軸２
８が上方に移動し、操作部２７が上側収納３２の上面部３２ｂの上方に押し上げられる。
【００４５】
　このように、ガス噴出装置１は、炭酸ガスが金属筐体からなる炭酸ガスカートリッジボ
ンベ５内に充填されると共に炭酸ガスの噴霧が停止されている状態においては、保持体７
が炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されて尖鋭体６の尖端部６ａが炭酸ガスカート
リッジボンベ５の蓋体１４を閉塞し、炭酸ガスの噴出が防止されている。従って、ガス噴
出装置１は、尖鋭体６を蓋体１４より抜き差しする簡易な構成で確実に炭酸ガスの噴出制
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御を行うことができる。
【００４６】
　また、本発明が適用されたガス噴出装置は、以下のような構成を備えていてもよい。な
お、以下に説明するガス噴出装置１００においては、上述したガス噴出装置１に記載した
部材と同一の部材については同一の符号を付してその詳細を省略する。
【００４７】
　このガス噴出装置１００は、図７及び図８に示すように、圧縮ガスとして炭酸ガスが充
填された炭酸ガスカートリッジボンベ５と、炭酸ガスカートリッジボンベ５の開閉を行う
尖鋭体１０６を保持する保持体１０７と、保持体１０７を炭酸ガスカートリッジボンベ５
の開口部側に付勢する捻りコイルバネ８と、保持体１０７を炭酸ガスカートリッジボンベ
５の開口部と離間する方向に操作して炭酸ガスを放出させる操作部材１０９と、炭酸ガス
カートリッジボンベ５、保持体１０７及び操作部材１０９を収納するとともに炭酸ガスカ
ートリッジボンベ５より噴出した炭酸ガスを外方へ導くガス流路１１１が設けられたハウ
ジング１１０とを有する。
【００４８】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５は、上述したように金属筐体内に液化炭酸ガスが充填さ
れるとともに蓋体１４の穿孔１４ａに保持体１０７の尖鋭体１０６が突き立てられること
により開口されるとともに炭酸ガスの噴出が防止されている。
【００４９】
　尖鋭体１０６を保持し、炭酸ガスカートリッジボンベ５の開閉を行う保持体１０７は、
図８に示すように、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４に突き立てられる尖鋭体１
０６が挿通、保持される突部１１５と、保持体１０７を炭酸ガスカートリッジボンベ５側
に付勢する捻りコイルバネ８が係止される係止溝１１６が形成されたフランジ部１１７と
、捻りコイルバネ８を挿通する挿通部１１８を有する。
【００５０】
　尖鋭体１０６を挿通、保持する突部１１５は、後述するハウジング１１０に形成された
保持体ガイド壁１４１に摺動自在に支持され、炭酸ガスカートリッジボンベ５と近接又は
離間する方向への移動がガイドされている。また保持体１０７は、後述する操作部材１０
９と当接されることにより捻りコイルバネ８の付勢力に対抗して突部１１５が炭酸ガスカ
ートリッジボンベ５より離間する方向へ操作可能とされている。
【００５１】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４を閉塞する尖鋭体１０６は、尖端部１０６ａ
が突部１１５の底面部１１５ａより突出され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４
に突き立てられている。これにより、尖鋭体１０６は、蓋体１４に穿孔１４ａを開けると
ともに、この穿孔１４ａを閉塞することにより炭酸ガスカートリッジボンベ５内に充填さ
れた炭酸ガスの流出を防止する。
【００５２】
　保持体１０７の炭酸ガスカートリッジボンベ５と対向する端部に形成されているフラン
ジ部１１７は、保持体１０７を付勢する圧縮バネ等の捻りコイルバネ８が係合される。こ
の捻りコイルバネ８は、保持体１０７に係合された状態で保持体１０７が後述するハウジ
ング１１０の上側収納１３２内に収納されることにより、一端をハウジング１１０の天板
１４５に当接され、他端をフランジ部１１７の係止溝１１６に係止される。これにより、
捻りコイルバネ８は、保持体１０７を炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４側に付勢
している。
【００５３】
　また、フランジ部１１７には操作部材１０９のレバー部材１２０と当接される突起部１
１９が下方に向けて形成されている。突起部１１９は、レバー部材１２０と当接されるこ
とにより、捻りコイルバネ８の付勢力をレバー部材１２０へ伝達し、また操作部材１０９
によって回動操作されたレバー部材１２０の付勢力を保持体１０７へ伝達する。
【００５４】

10

20

30

40

50

(8) JP 3906222 B2 2007.4.18



　フランジ部１１７を介して突部１１５と反対側に突設された挿通部１１８は、捻りコイ
ルバネ８が挿通されることにより、この捻りコイルバネ８を保持体１０７に係合、保持す
るものである。また挿通部１１８は、先端部１１８ａの径が小さく形成されることにより
、後述する天板１４５に挿通、係止されるフランジ部１１８ｂが形成されている。
【００５５】
　以上のような構成を有する保持体１０７は、ハウジング１１０に収納されると、炭酸ガ
スカートリッジボンベ５の蓋体１４と尖鋭体１０６が形成された突部１１５の底面部１１
５ａとが対向される。そして、保持体１０７は、捻りコイルバネ８により炭酸ガスカート
リッジボンベ５側に付勢されるため、尖鋭体１０６が蓋体１４を穿孔するとともに尖端部
１０６ａが穿孔１４ａに突き立てられ炭酸ガスカートリッジボンベ５を閉塞する。
【００５６】
　そして、保持体１０７は、操作部材１０９により、捻りコイルバネ８の付勢力に対抗し
て炭酸ガスカートリッジボンベ５と反対側に移動されると、蓋体１４より尖鋭体１０６の
尖端部１０６ａが引き上げられるため、炭酸ガスを噴出させることができる。噴出した炭
酸ガスは、ハウジング１１０のガス流路１１１を流れて外方に噴出される。また、保持体
１０７は、操作部材１０９の付勢力が解かれると、捻りコイルバネ８の付勢力により炭酸
ガスカートリッジボンベ５側に付勢され、尖鋭体１０６の尖端部１０６ａが炭酸ガスカー
トリッジボンベ５の蓋体１４に形成された穿孔１４ａ内に突き立てられ、炭酸ガスの噴出
を止める。
【００５７】
　なお、保持体１０７を炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢する捻りコイルバネ８は
、蓋体１４の穿孔１４ａより炭酸ガスカートリッジボンベ５内に挿通された尖鋭体１０６
の尖端部１０６ａがボンベ内に充填された炭酸ガスにより押圧される圧力よりも大きな圧
力で、保持体１０７を付勢する。すなわち、保持体１０７に保持された尖鋭体１０６は、
蓋体１４の穿孔１４ａより炭酸ガスカートリッジボンベ５内に突き立てられたときでも、
ボンベ内のガス圧力により穿孔１４ａより押し出されることはない。したがって、ガス噴
出装置１００は、操作部材１０９により保持体１０７が操作される前において、炭酸ガス
カートリッジボンベ５内に充填された炭酸ガスの漏出が防止されている。
【００５８】
　保持体１０７を操作することにより炭酸ガスカートリッジボンベ５内の炭酸ガスを噴出
させる操作部材１０９は、保持体１０７の突部１１５と係合されハウジング１１０に回動
可能に支持されるレバー部材１２０と、レバー部材１２０の一端１２０ａを押圧操作する
押圧軸１２１とを有する。
【００５９】
　レバー部材１２０は、図８及び図９に示すように、板状体の他端１２０ｂをハウジング
１１０の保持体ガイド壁１４１の形状に応じて略円弧状に切り欠かれた第１の切欠部１２
２が形成されている。この第１の切欠部１２２の相対向する側縁部１２２ａ，１２２ａは
、上記保持体１０７のフランジ部１１７の下方に位置され、レバー部材１２０の他端１２
０ｂが上方に回動されると、フランジ部１１７より突出された突起部１１９に当設し、保
持体１０７を上方に押し上げる。また、レバー部材１２０の一対の外側面１２０ｃ，１２
０ｃには、それぞれハウジング１１０に形成された支持壁１４２のスリット部１４２ａに
支持される回動突部１２４が突設されている。回動突部１２４は円柱状の突起からなり、
後述する支持壁１４２のスリット部１４２ａに回動自在に支持されている。さらに、レバ
ー部材１２０は、一端１２０ａ側の主面部に押圧軸１２１の一端が係合される第２の切欠
部１２５が穿設されている。第２の切欠部１２５は、レバー部材１２０の一端１２０ａ側
を押圧軸ガイド壁１４３の形状に応じて略円弧状に切り欠かれて形成されている。そして
第２の切欠部１２５は、押圧軸１２１が挿通されると共に押圧軸１２１に張り出し形成さ
れた押圧片１２９に第２の切欠部１２５の相対向する側縁部１２５ａ，１２５ａが押圧さ
れ、押圧軸１２１が押圧操作されると押圧片１２９に押圧されて一端１２０ａが下方に回
動操作される。
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【００６０】
　このレバー部材１２０の第２の切欠部１２５と係合される押圧軸１２１は、ハウジング
１１０の上側収納１３２上に設けられたキャップ１５０の噴出釦１５１を介してユーザに
より押圧操作される軸部１２７と、ハウジング１１０内を上下方向に移動可能に支持され
る支持片１２８と、レバー部材１２０の一端１２０ａに当接されてレバー部材１２０を押
圧操作する押圧片１２９とを有する。軸部１２７は、上端がキャップ１５０の噴出釦１５
１と当接されるとともに、下端部がハウジング１１０に形成された押圧軸ガイド壁１４３
に挿通され押圧軸１２１の長手方向の移動がガイドされている。また、支持片１２８は、
断面略Ｔ字状の片が押圧軸１２１の長手方向の略中間部より長手方向に沿って突出されて
形成されている。この支持片１２８は、ハウジング１１０に押圧軸１２１の移動方向に沿
って立設されたガイドレール１４４が移動可能に係合され、このガイドレール１４４によ
っても押圧軸１２１の移動がガイドされる。また、押圧片１２９は、軸部１２７の略中間
部に長手方向に沿って上記レバー部材１２０の側縁部１２５ａ，１２５ａと当接可能に軸
部１２７を挟んで逆向きに突出して形成されている。この押圧片１２９は、押圧軸１２１
が押圧操作されることによりレバー部材１２０の側縁部１２５ａ，１２５ａと当接してレ
バー部材１２０の一端１２０ａを下方に回動させる。
【００６１】
　このような操作部材１０９は、レバー部材１２０の回動突部１２４よりも他端１２０ｂ
側が、捻りコイルバネ８によって常時炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されている
保持体１０７のフランジ部１１７に突設された突起部１１９に押下されることにより、回
動突部１２４を支点に他端１２０ｂが下方に回動され、また、一端１２０ａ側が上方に回
動されている。したがって、押圧軸１２１は、押圧片１２９がレバー部材１２０の一端１
２０ａ側に設けられた側縁部１２５ａ，１２５ａに押圧され、常時、上方に押し上げられ
ている。
【００６２】
　そして、操作部材１０９は、ユーザによってキャップ１５０の噴出釦１５１が押し下げ
られると、噴出釦１５１によって押圧軸１２１の軸部１２７が下方に押圧されるため、軸
部１２７の下端部が押圧軸ガイド壁１４３の凹部１４３ａを挿通し、また支持片１２８が
ガイドレール１４４にガイドされて下方に移動するとともに、押圧片１２９がレバー部材
１２０の側縁部１２５ａ，１２５ａを下方に押圧する。これによりレバー部材１２０の一
端１２０ａが回動突部１２４を支点に下方に回動され、また、他端１２０ｂが上方に回動
される。したがって、保持体１０７は、レバー部材１２０の他端１２０ｂに形成された一
対の側縁部１２２ａがフランジ部１１７の突起部１１９に下方より当設するため、捻りコ
イルバネ８の付勢力に対向して上昇され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４より
離間される。これにより、保持体１０７に支持されている尖鋭体１０６の尖端部１０６ａ
が炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４より引き上げられるため、炭酸ガスを噴出さ
せることができる。
【００６３】
　炭酸ガスカートリッジボンベ５、保持体１０７及び操作部材１０９を収納するハウジン
グ１１０は、ＡＢＳ樹脂等の熱可塑性樹脂により、炭酸ガスカートリッジボンベ５が収納
される下側収納１３１と保持体１０７が収納される上側収納１３２が形成された略筒状体
からなる。また、ハウジング１１０は、ユーザによって片手で持って操作できる程度の大
きさで形成されている。このハウジング１１０は、上側収納１３２に、炭酸ガスの流路１
１１が形成されている。
【００６４】
　下側収納１３１は、炭酸ガスカートリッジボンベ５と略同一の高さ及び径を有し、炭酸
ガスカートリッジボンベ５をガタつかせることなく収納する。
【００６５】
　保持体１０７及び操作部材１０９を収納する上側収納１３２は、下側収納１３１と一体
又は着脱自在に形成されている。上側収納１３２は、下面部１３２ａに保持体１０７の突
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部１１５の移動をガイドする保持体ガイド壁１４１と、レバー部材１２０の回動突部１２
４，１２４を支持する一対の支持壁１４２，１４２と、押圧軸１２１の移動をガイドする
押圧軸ガイド壁１４３と、押圧軸１２１の支持片１２８と係合するガイドレール１４４，
１４４と、支持壁１４２，１４２の上端部に配設され、捻りコイルバネ８の一端が係止さ
れる天板１４５とを有する。そして、上側収納１３２は、キャップ１５０が下面部１３２
ａ上に配設されることによって被覆される。
【００６６】
　保持体ガイド壁１４１は、上側収納１３２の下面部１３２ａの上面側より突設され、保
持体１０７の突部１１５を摺動自在に支持している。この保持体ガイド壁１４１に囲まれ
、保持体１０７の突部１１５が挿通される凹部１４１ａには、保持体１０７に保持されて
いる尖鋭体１０６が貫通する貫通孔１４６が穿設されている。貫通孔１４６は、予め尖鋭
体１０６により炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４を穿孔する際に、同時に尖鋭体
１０６によって下面部１３２ａが貫通されることによって形成される。したがって、貫通
孔１４６は、尖鋭体１０６の径と同一の径で形成され、また下面部１３２ａを滑りがよく
、反発性があるポリエチレン等の材料を使用することによって、尖鋭体１０６の移動をガ
イドするとともに、蓋体１４の穿孔１４ａから尖鋭体１０６を引き抜いたときにも貫通孔
１４６と尖鋭体１０６との間に間隙が形成されることなく炭酸ガスが上側収納１３２内に
流れることを防止することができる。
【００６７】
　支持壁１４２，１４２は、上側収納１３２の下面部１３２ａの上面側より突設され、レ
バー部材１２０の回動突部１２４，１２４を回動自在に支持するスリット部１４２ａが形
成されている。スリット部１４２ａは、支持壁１４２，１４２の上側面が開放され、この
開放端よりレバー部材１２０の回動突部１２４，１２４が挿入される。また、支持壁１４
２，１４２は、上側面に天板１４５に係合する係合突部１４２ｂが複数突設されている。
【００６８】
　押圧軸ガイド壁１４３は、上側収納１３２の下面部１３２ａの上面側に形成され、押圧
軸１２１の軸部１２７を摺動自在に支持することにより押圧軸１２１の移動をガイドする
ものである。押圧軸ガイド壁１４３は、押圧軸１２１の軸部１２７の径に応じた略円形の
凹部１４３ａが形成され、この凹部１４３ａを軸部１２７が摺動することにより押圧軸１
２１の移動をガイドする。
【００６９】
　ガイドレール１４４，１４４は、上側収納１３２の下面部１３２ａの上面側より突設さ
れ、断面略Ｌ字状に形成されている。ガイドレール１４４，１４４は、このＬ字状の一辺
を互いに向かい合わせることにより長手方向にスリットを備え開放側を押圧軸１２１と反
対方向に向けた略コ字状に配置され、このスリット部分に押圧軸１２１の断面略Ｔ字状に
形成された支持片１２８が係合することにより、押圧軸１２１を摺動自在に支持する。
【００７０】
　天板１４５は、支持壁１４２，１４２の上側面に突設された複数の係合突部１４２ｂが
挿通される挿通孔１４５ａが形成されて、この挿通孔１４５ａに係合突部１４２ｂが挿通
されることにより支持壁１４２，１４２に支持されている。この天板部１４５は、一端部
が保持体１０７のフランジ部１１７に形成された係止溝１１６に係止されている捻りコイ
ルバネ８の他端部が当接される。これにより、保持体１０７は、捻りコイルバネ８により
炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢される。また天板１４５は、保持体１０６の挿通
部１１８の先端部１１８ａが挿通されるとともに、挿通部１１８のフランジ部１１８ｂが
係止される開口部１４５ｂが形成されている。
【００７１】
　また、上側収納１３２は、下面部１３２ａの下面側に、炭酸ガスカートリッジボンベ５
の開口部１３近傍をネジ止めするための係止孔１３５が内側に形成されている。係止孔１
３５は、ネジ溝が形成されており、このネジ溝に炭酸ガスカートリッジボンベ５の開口部
１３が螺合される。これにより炭酸ガスカートリッジボンベ５は、ハウジング１１０内に
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収納されると、係止孔１３５に開口部１３が支持され、ガタつくことなく収まる。このと
き、炭酸ガスカートリッジボンベ５は、蓋体１４と上側収納１３２の下面部１３２ａとの
間に、炭酸ガスをガス流路１１１に導くクリアランスが形成される。
【００７２】
　また、上側収納１３２には、炭酸ガスカートリッジボンベ５より噴出した炭酸ガスを外
方に導くガス流路１１１が形成されている。ガス流路１１１は、上側収納１３２の下面部
１３２ａより外方に向けて導管１４７が延設され、この導管の一端が係止孔１３５内に臨
まされており、係止孔１３５に螺合された炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４と所
定のクリアランスを隔てて連続されている。また、ガス流路１１１は、導管１４７の他端
が外方に臨まされることにより、蓋体１４の穿孔１４ａより噴出した炭酸ガスを噴出可能
とされている。
【００７３】
　上側収納１３２上に設けられるキャップ１５０は、一端が開放された中空円筒状のケー
スであり、上側収納１３２に取り付けられることにより、下面部１３２ａに配設された保
持体１０７、操作部材１０９等の部材を収納し、また、ガス流路１１１が形成された導管
１４７の先端を外方に臨ませる。
【００７４】
　キャップ１５０は、閉塞された上面部１５０ａに押圧軸１２１を操作する噴出釦１５１
が形成され、また外周部に導管１４７の先端部が挿通される切欠部１５２が形成されてい
る。キャップ１５０の上面部１５０ａには、噴出釦１５１が配設される開口部１５３が形
成されている。開口部１５３は、上面部１５０ａを矩形状に切り欠き形成されることによ
り、一端側を上面部１５０ａの外周部に臨んで形成されている。この開口部１５３に設け
られた噴出釦１５１は、開口部１５３の閉塞端側に形成された図示しないヒンジ部を介し
て回動自在にキャップ１５０と接続されている。噴出釦１５１は、押圧軸１２１の軸部１
２７の一端が当接され、ユーザによって押圧操作されることにより押圧軸１２１を下方に
移動させる。また、噴出釦１５１は、レバー部材１２０を介して捻りコイルバネ８の付勢
力を受けた押圧軸１２１によって上方に押し上げられている。
【００７５】
　切欠部１５２は、キャップ１５０の外周の一部を略円弧状に切り欠くことにより、下端
をキャップ１５０の開放端に臨ませて形成されている。そして切欠部１５２は、キャップ
１５０が上側収納１３２上からハウジング１１０に装着されることにより、開放端側から
ガス流路１１１の導管１４７の先端部が係合する。
【００７６】
　かかるガス噴出装置１００は、図１０及び図１１に示すように、上側収納１３２に炭酸
ガスカートリッジボンベ５が装着されると共に下側収納１３１が取り付けられ、また、保
持体ガイド壁１４１、支持壁１４２，１４２、押圧軸ガイド壁１４３、ガイドレール１４
４，１４４、天板１４５及び導管１４７が設けられた下面部１３２ａ上に保持体１０６及
び操作部材１０９が組み付けられた後、キャップ１５０が上側収納１３２を覆うようにハ
ウジング１１０に装着されることにより組み立てられる。
【００７７】
　なお、ガス噴出装置１００は、保持体１０６及び操作部材１０９が組み付けられた状態
で炭酸ガスカートリッジボンベ５の開閉動作の確認を行うことができる。すなわち、ガス
噴出装置１００は、支持壁１４２，１４２に取り付けられた天板１４５によって保持体１
０６及び捻りコイルバネ８を係止することによりキャップ１５０の装着前に動作確認を行
うことができるため、保持体及び捻りコイルバネをキャップによって係止してキャップを
した後に炭酸ガスカートリッジボンベの開閉動作確認を行う場合に比して、内部構造の不
具合等を確かめるために逐一キャップ１５０を取り外す手間を省くことができる。
【００７８】
　次いで、以上のような構成を有するガス噴出装置１００の実使用時における動作を説明
する。使用時においてガス噴出装置１００は、図７に示すように、ハウジング１１０の上

10

20

30

40

50

(12) JP 3906222 B2 2007.4.18



側収納１３２に設けられた導管１４７に噴出ノズル１５６が結合され、ガス流路１１１と
噴出ノズル１５６とが連続される。
【００７９】
　このとき、ハウジング１１０の下側収納１３１に収納されている炭酸ガスカートリッジ
ボンベ５は、保持体１０７が捻りコイルバネ８によって下方に付勢されている。これによ
り、噴出装置１００は、保持体１０７に保持されている尖鋭体１０６の尖端部１０６ａが
蓋体１４に突き立てられて予め開口されるとともに、この尖鋭体１０６の尖端部１０６ａ
によって穿孔１４ａが閉塞されて炭酸ガスの噴出が防止されている。
【００８０】
　また、このとき操作部材１０９は、レバー部材１２０が、捻りコイルバネ８によって常
時炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されている保持体１０７の突起部１１９に押下
されることにより、回動突部１２４を支点に他端１２０ｂが下方に回動され、また、一端
１２０ａ側が上方に回動されている。したがって、レバー部材１２０の側縁部１２５ａと
押圧片１２９が係合している押圧軸１２１は、常時、軸部１２７が上方に押し上げられて
いる。
【００８１】
　次いで、ユーザによって噴出ノズル１５６の先端に形成された噴出口１５６ａを噴出対
象に向けてガス噴出装置１００のハウジング１１０が把持される。そして、ユーザによっ
てキャップ１５０の噴出釦１５１が押圧されると、押圧軸１２１の押圧片１２９が下方に
移動し、この押圧片１２９と係合するレバー部材１２０の一端１２０ａが回動突部１２４
を支点に下方に回動され、また、他端１２０ｂが上方に回動される。したがって、保持体
１０７は、レバー部材１２０の他端１２０ｂに形成された一対の側縁部１２２ａがフラン
ジ部１１７の突起部１１９に下方より当設するため、捻りコイルバネ８の付勢力に対向し
て上昇され、炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４より離間される。これにより、保
持体１０７に支持されている尖鋭体１０６の尖端部１０６ａが炭酸ガスカートリッジボン
ベ５の蓋体１４の穿孔１４ａより引き上げられるため、ボンベ内に圧縮されている炭酸ガ
スが噴出される。
【００８２】
　噴出された炭酸ガスは、ハウジング１１０の上側収納１３２に設けられたガス流路１１
１を介して、導管１４７に装着されている噴出ノズル１５６に流れ、噴出ノズル１５６の
噴出口１５６ａより噴出する。
【００８３】
　ユーザによる操作部材１０９の噴出釦１５１の押圧が解除されると、保持体１０７は、
捻りコイルバネ８の付勢力により炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢される。したが
って、保持体１０７に保持されている尖鋭体１０６は尖端部１０６ａが炭酸ガスカートリ
ッジボンベ５の蓋体１４の穿孔１４ａに突き立てられ、炭酸ガスカートリッジボンベ５を
閉塞する。これにより、噴出ノズル１５７からの炭酸ガスの噴出が停止される。
【００８４】
　また、レバー部材１２０は、他端１２０ｂが炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢さ
れた保持体１０７の突起部１１９に押圧され、回動突部１２４を支点に一端１２０ａ側が
上方に回動される。したがって、レバー部材１２０の一端１２０ａと係合している押圧軸
１２１は、軸部１２７が上方に移動し、軸部１２７に当接されているキャップ１５０の噴
出釦１５１も上面部１５０ａ側に押し上げられる。
【００８５】
　このように、ガス噴出装置１００は、炭酸ガスが金属筐体からなる炭酸ガスカートリッ
ジボンベ５内に充填されると共に炭酸ガスの噴霧が停止されている状態においては、保持
体１０７が炭酸ガスカートリッジボンベ５側に付勢されて尖鋭体１０６の尖端部１０６ａ
が炭酸ガスカートリッジボンベ５の蓋体１４を閉塞し、炭酸ガスの噴出が防止されている
。従って、ガス噴出装置１００は、尖鋭体１０６を蓋体１４より抜き差しする簡易な構成
で確実に炭酸ガスの噴出制御を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明が適用されたガス噴出装置を示す外観斜視図である。
【図２】本発明が適用されたガス噴出装置の分解斜視図である。
【図３】本発明が適用されたガス噴出装置の断面図である。
【図４】本発明が適用されたガス噴出装置の上面からみた断面図である。
【図５】ガスの噴出が停止された状態のガス噴出装置の内部を示す斜視図である。
【図６】ガスが噴出された状態のガス噴出装置の内部を示す斜視図である。
【図７】本発明が適用された他のガス噴出装置を示す外観斜視図である。
【図８】本発明が適用された他のガス噴出装置を示す分解斜視図である。
【図９】本発明が適用された他のガス噴出装置に用いるレバー部材を示す図である。
【図１０】本発明が適用された他のガス噴出装置の組み立て方法を説明する斜視図である
。
【図１１】本発明が適用された他のガス噴出装置の組み立て方法を説明する斜視図である
。
【符号の説明】
【００８７】
１　ガス噴出装置、５　炭酸ガスカートリッジボンベ、６　尖鋭体、７　保持体、８　付
勢部材、９　操作部材、１０　ハウジング、１１　ガス流路、１３　開口部、１４　蓋体
、２０　レバー部材、２１　操作釦、３１　下側収納、３２　上側収納、３７　噴出ノズ
ル、４９　規制部材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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